
別紙１（24ヶ月未満の場合）

工事名 工期　H21.6.25～H22.6.30
不稼動係数 坑内 1.5 その他 1.7

Ｈ２１．６．２５

基礎コン～鏡切

到達架台設置、到達鏡切～到達架台撤去

※作成のポイント
１．文化財調査は、鋼矢板打設後２ヶ月
　　程度を見込むものとし工程表に明記

掘削 埋戻し ２．昼間施工を基本。推進作業は昼夜間
　　１６時間作業
３．モルタル充填と内挿管は並行作業

矢板打設、 支保工設置 矢板撤去 ４．水圧試験、到達防護地盤改良、到達
底部補助 　　用架台設置撤去、到達鏡切を工程に
地盤改良 　　明記する。

発進防護 到達防護

※漏水など特記仕様書を満足するにはモルタル
充填前に行う必要がある。

Ｈ２２．６．３０
注意） １．○年△月等の年月を記載すること。

2．入札参加者名を特定できる内容又は名称を記載しないこと。

工種 種別
10月 11月

技　術　審　査　資　料　工　程　表

７月 月

○○○流域下水道　○○○水みらいセンター送泥管築造工事（その１）

１月

立坑工
　　管路土工

12月

特殊マンホール
工

　〃
　　坑内管布設
　　工

モルタル
充填並行

準備工

跡片付工

　〃
　　土留工

補助地盤改良
　管渠工
　（推進）

文化財調査

水圧試験

２ヶ月

月

管渠工
　　泥水推進工

昼夜２交代
１６時間
作業

　〃
　　仮設備工

６月３月 ４月 ７月２月８月 ９月 ５月６月

P．　　　　　　

月 月 月

管理番号

月月 月

9

※管理番号は記入しないこと。

文化財調査

土工と並行

水圧試験




